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                                                秋の夜 カーテン 
                                      開けたら 
                                          お月様 
  
                                                        作 女子中学生 
 

 
ご無沙汰しておりました。 ９月末以来の“Ｒｉｓｉｎｇ Ｍｏｏｎ” の発行です。 体育祭や文化祭、また、
各種テストや大会などで発行が遅れましたこと、深くお詫び申し上げます。 その間、いつの間にか
秋が到来したかと思いきや、北国からは早くも落葉や初雪の便りが届いています。 保護者の皆様、
いかがお過ごしでしょうか。 生徒たちは期末テストを間近に控え、今年最後の踏ん張り所を迎えて
います。 ご家庭におかれましては、お子様へのお声かけをお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  詳細は、文部科学省ホームページ 「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に
関する調査」で検索してみてください。 

10月末、文部科学省は、『令和 6年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課
題に関する調査結果』 を公表しました。 
以下にその概要をお知らせしますが、毎年この時期、憂鬱な気持ちになるのは私だけではない
でしょう。 保護者の皆様におかれましては、この数字は決して他人事ではなく、「いつ何時、我が
子が」、という危機感をもって、お子様を日々お見守りくださるようお願いいたします。 
 
【いじめ】 

  小・中・高等学校及び特別支援学校におけるいじめの認知件数は ７６９，００２件（前年度
732,568件）であり、前年度から３６，４５４件（５．0％）増加し、過去最多となった。児童生徒
1,000人当たりの認知件数は 61.3件（前年度 57.9件）であった。 認知件数は、令和 2
年度に一旦減少したが、その後４年連続増加した。 

 
【暴力行為】 
  小・中・高等学校における暴力行為の発生件数は １２８，８５９件（前年度 108，987件）で 
あり、前年度から 19,872件（18.2％）増加し過去最多となった。児童生徒 1,000人当たり 
の発生件数は 10.4件（前年度 8.7件）であった。 発生件数は令和 2年度に一旦減少した
が、その後４年連続増加した。 
 
【長期欠席（年間３０日以上の欠席）】 
  小・中学校における長期欠席者数は ５０６，９７０人（前年度４93，440人）、高等学校にお
ける長期欠席者数は 103,608人（前年度１04,814人）であった。 
 
【不登校】 
  不登校児童生徒数は、小学校 １３７，７０４人（前年度 130,370人）、中学校 ２１６，２６６
人（前年度 216,112人）、小・中学校全体で ３５３，９７０人（前年度 346,482人）と過去
最多となったものの、増加率は、小学校 5.6％（前年度 24.0％）、中学校 0.1％（前年度１１．
４％）、小・中学校全体で 2.2％（前年度 15.9％）であり、いずれも前年度と比較して低下し、
特に中学校の増加率は小さかった。 また、学年別に見ると、小学校 1年生、中学校 2年生に
おける不登校児童生徒数は前年度から減少した。 １０００人あたりでは、３８．６人となります。 
一方、高等学校における長期欠席者数は 103,608人（前年度 104,814人）であった。 
このうち不登校によるものは 67,７８２人（前年度 68,770人）であり、前年度から減少した。 
 
【中途退学者】 
  高等学校における中途退学者数は４４，５７１人（前年度 46,238人）、中途退学率は 1.４ 
％（前年度 1.5 ％）であり、いずれも前年度と比べて減少した。 
 
【自殺者】 
  小・中・高等学校から報告のあった自殺した児童生徒数は４１３人（前年度 397人）であり、
極めて憂慮すべき状況である。 内訳 ： 小学生７人、中学生１１２人、高校生２９４人 

衝撃の数字が今年も・・・ ｂｙ 文部科学省 

岩国ひがし学園 東中学校 教育相談だより NO.10 
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中学校では教育相談週間を１・２学期の期末テスト
週間に設定しています。 主に担任の先生と、たわいも
ない世間話から生活面・学習面の困り事や悩み事に
ついて、１対１で面談しています。 
中学生には、日頃は普通にしていても様々な悩み
や不安が内在していています。 昨日まで普通にして
いたように見えたのに、急に学校に来れなくなった。 
というケースも少なくありません。 
中学生がもつ不安や悩みの多くには、次のようなも
のが考えられます。 
（１）学習面・進路面 
「授業内容が分からない」「勉強しようと思っても
できない」「勉強する気や意欲がわかない」といっ
た悩みです。 
（２）学校生活面 
「先生に対する不満」「友人関係のもつれ」「み
んなと一緒への不快感」といった悩みです。 
（３）家庭生活面 
「親子関係の不和」「家庭の仕事への深い従
事」といった悩みです。 
（４）健康面 
「心理的・身体的な問題」「自分の容姿」といっ
た悩みです。 
これまでの情報だけで全てを語れるわけではあり
ませんが、様々なことが複合的に混じり合って、結局
「何が原因で自分が悩んでいるのか分からない」と
言って学校に足が向かなくなってしまう生徒が年々増
えているように感じます。 
大半の生徒は、「いろいろあるが、まぁ大丈夫」と割
り切るのでしょうが、いつなんどき「まぁ大丈夫」でな
い状態になってしまうかは予測できるものではありま
せん。 そういった意味でも定期的な教育相談の場の
設定は不可欠になるわけです。 
学校としては、些細なことでも解決に向けて助言を
し、必要に応じて保護者の皆様にお知らせします。場
合によってはスクールカウンセラーにつなげるというこ
とも考えられます。 
なお、教育相談で担任が心がけて 
いるのは次の３点です。 
○ よく聴く ［傾聴］ 
○ 聞き（尋ね）すぎない 
○ 効かせようとしない 

今年最も大きく見える満月、いわゆ
る 「Ｓｕｐｅｒｍｏｏｎ（スーパームーン）」 
が明日、１１月５日（水）の夜に見られ
ます。 このお便りの名前も“Ｒｉｓｉｎｇ 
Ｍｏｏｎ” ですから、お友達として紹介
します。 
月が最も丸くなる「満月」の瞬間は、

１１月５日の午後１０時１９分。 最小
の満月と比べると、みかけの直径で１
４％、明るさにして３０％も大きい。 
今は秋から冬へと季節が動く、境目

の夜空です。 科学的な説明を超え
て、スーパームーンには人を惹きつけ
る何かがあります。 街の灯を少し離
れて、秋の冷気とともに、２０２５年最
大の 「スーパームーン」 を心ゆくまで
堪能してみてはいかがですか。 

教育相談週間が始まります 
 

大人になって響く名言 １０選 
 
１ 優しさとは 相手の痛みに気づく
力だ 
２ 人生は『選択』の連続 正解は
後から決まる 
３ 本当の自由とは期待に応えなく
ていい 
４ 努力が報われるとは限らない 
でも努力しない人は報われない 
５ 幸せは探すものじゃなく 感じる
もの 
６ 自分を変えるより 自分の境界
線を引く方が早い 
７ 『いい人』でいるより 『自分を
守れる人』になれ 
８ 自分の人生を生きないと 誰か
の期待の中で死んでいく 
９ 傷つく自由も 休む自由も 自分
のものだ 

10 『何もない日』が 一番ありがた
い 

ＬＥＭＯＮ ８より 
あなたへ！ 

スーパームーン 

【今後のスクールカウンセラー来校日】  
 １１月１７日（月）終日 ・ １２月１５日（月）終日 ・ １２月２２日（月）終日  
申し込みは、担任の先生、または、教育相談担当（村井）まで ２２－０１０８ 
 

❤❤❤ １０月は空きがありました。ぜひご検討ください。❤❤❤ 


